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国際ロータリー第 2680 地区 

第 4 回 戦略計画委員会 議事録 

 

 

開催日時 ：   2022 年 10 月 20 日 （木） 16：00 ～ 18：00 

開催場所 ：   第一楼 （中華料理） 

出席者   ：   安行英文ガバナーエレクト（三田）、矢坂誠徳ガバナーノミニー（神戸西） 

髙瀬英夫（西脇）、矢野宗司（加古川中央）、天羽公夫（甲子園）、 

永瀬隆一（芦屋川）、竹原善記（宝塚）、篠倉庸良（柏原）、山本裕計（神戸東）、 

和田孫博（神戸東灘）、前川忠範（加古川中央）、小西龍機（小野加東）、 

津田 豊（津名）、中村孝秀（龍野）、野澤勝憲（豊岡）、阪本渚子（神戸須磨 RAC） 

（16 名） 

議 長   ：   永瀬隆一 

議事録作成人 ：  前川忠範 

 

次  第 

 

 

1 .黙祷 10 月 3 日に急逝された好﨑泰洲委員のご冥福を祈って。 

 

2. 開会挨拶                                        安行ガバナーエレクト 

 

3. 今後の当委員会の進め方について                              髙瀬委員長 

 

第 3 回戦略計画委員会議事録から見えてきたものより髙瀬委員長から今後の 

戦略計画について進めて頂きたいと説明されました。 

 

（1） 当地区第二期ビジョン・戦略計画の策定について、髙瀬委員長より参考資料をもとに 

話をされました。 

       ＜参考資料＞ 

①  当地区第一期ビジョン・戦略計画      

②  他地区ビジョン・戦略計画 

   4 地区の戦略計画のビジョンがどのように動いているのかと話をされました。 

③  ガバナー月信 3 号 （9 月） 

         滝澤 PDG 第 3 地域ロータリーコーディネーター ニュースとして 

           ・「2730 地区（鹿児島・宮崎）の戦略計画立案のワークショップをやってみよう」 

           を参考に戦略計画をやっていただきたい。 

 

丸尾 PDG 第 3 地域ロータリー公共イメージコーディネーター ニュ－ス、 

「ロータリーの公共イメージの重要性について」の記事より、公共イメージもビジョン

に取り入れていかなくてはと意見が述べられた。 
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④   第 2690 地区（岡山・鳥取・島根）菊池 PDG が本を書かれてその本の中から 

   ・ロータリーに生じるセレンディピティを信じよう 

   （セレンディピティ） 

   「セレンディピティとは、予定どおりの実験をするつもりが手順を間違えて、結果的に 

           世紀の大発見に繋がるなどの予想外の発見を意味する言葉です。その理解のうえ      

で、この某氏のお言葉を臆断しますと、結局のところ、多様な人材の集団の中で研

究を続けることが、他の人材に影響を与え、また、他の人材からの影響も受け、それ

らの相乗効果により、次々と新発見をしていく関係が見られるという事なのでしょ

う。」と説明があり、ロータリーのセレンディピティを見つけて下さいと話されました。                

  

 ・ポストは、人を変え、人を成長させる、ポストに就くことは人を大きく変える 

  きっかけになるのです。まさしく今日がその時です。と言われました。 

  

    （2）（1）をベースに全クラブにビジョン・戦略計画策定の重要性を再認識し、一歩前進      

を促す具体的方策について話し合っていただきたいと髙瀬委員長より説明される。 

 

 追伸、一昨日（10／18 火曜日）の日経新聞にロータリーの記事が載っていたと髙瀬委員長より紹

介がありました。 

 

4. 先ず当委員会委員の皆様のインスピレーションを刺激し合う方法として「RLI 方式」を天羽委員

から説明があり、進行役としてお二人（天羽班・矢坂班）の二班に分かれ意見交換が行われた。 

 

セッション 1.  

（1） RI2680 地区に新たなビジョンは必要か？  

各班の意見 

・各クラブの人数・ロータリーの経験年数などにもよるが、RI2680 地区ビジョンを知らな

い会員が多いのではないか。        

・地区大会に参加したことがない会員が大勢いるのではないか？  

・是非、当地区のビジョンを RI 会長の様に映像によるビジョン声明として YouTube や

Twitter で発信して、いつでも閲覧できるようにしてはどうか？               

         ・各クラブへ、ビジョン・戦略計画の重要性を理解して頂く発信方法を考えなければ

ならない。        

 

地区に新たなビジョンは必要 との意見でまとまる。 

 

セッション 2. 

（2） 公共イメージを加えて、第二期の戦略計画を作ることは必要か？ 

各班の意見 

・ロータリーには隠匿の美学があったが、もっとマスコミやメディアを利用してロータリー

の魅力をアピールしてはどうか？ 

・セミナーに出ている人は勉強しているが、クラブに持ち帰りクラブ会員に説明をされて

いないのではないか？ 

・前回の戦略計画の達成度を知る必要はないでしょうか？ 

         ・戦略計画を行うための戦術の重要性を考える必要があるのでは？ 

          

どうすれば各クラブの会員に、地区の考え方やビジョンを説明できるのか と活発な意見

交換が班ごとに行われ、戦略計画の銘もいいが、クラブ運営管理・長期未来計画にして

もいいのではないかの意見も出た。 
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  公共イメ－ジを加えて、第二期の戦略計画を作ることは必要 とまとまる。     

  

  第 2680 地区ビジョン 

    私たちはロータリーの「奉仕の実践」・「中核的価値観」を推進し、自らの人間力を高め、活気

にあふれ、魅力あるクラブを目指し、地域社会や世界に持続可能な良い変化を生むために

行動します。 

 

 

5. 今後の開催日程                                        髙瀬委員長  

 

（第 5 回） 11 月 24 日（木） 16：00 ～ 18：00 場所未定 

 

（第 6 回） 12 月 22 日（木） 16：00 ～ 18：00 場所未定 

 

   

6. 閉会挨拶                                       矢坂ガバナーノミニー 

 

7. 懇親会 18：00 ～ 20：00 （中華料理 第一楼）   乾杯              矢野副委員長 

 

                                    中締め                小西委員 

 


